
グループホームふる里の風運営推進会議議事録 

H30.5.17 

■参加者 

三橋氏(町内会長) 

坂井氏(地域包括支援センター) 

村野 秀治(ふる里の風グループ統括責任者) 

四津川 泰司(グループホーム「ふる里の風」管理者) 

伊井 幸美(グループホーム「ふる里の風」ケアマネージャ) 

 

■日時・場所 

5 月 17 日(木)13：00～ グループホーム「ふる里の風」 

 

■報告内容 

・1～3 月活動報告 

・新しい取り組みに関して 

・地域の方との交流に関して 

・次回開催日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■意見・発言等 

 意見・発言 グループホームからの打

診・回答 

三橋氏 前の用水に関しては、農業用水になっており

上流で水門で水位調整している。 

⇒ただし「ゲリラ豪雨」あった際などは、あ

ふれる可能性はある。 

 

グループホームで火災などあった際の町内の

方の見守り 

⇒町内会で議題に上げて頂けるとの事。 

 

 

 

認知症で困っておられる方は多いが、世間体

もありグループホームに来て相談はしづらい

と思う。 

四津川側から複数の家族様

より水害に関しては心配の

声あり 

 

 

伊井「火災に関して、避難

は職員で行うが見守り迄で

きず、用水などに転落しな

いか心配」「近所の方で見守

りしてもらえないか」 

 

認知症カフェを定期的に開

催して、「相談しやすい場」

を多く提供していく。 

開催間隔に関しては、包括

様と相談しながら決めてい

く。 

 

坂井氏 災害時の避難訓練などは、新庄包括でも行っ

ている。 

⇒実際に想定しながら行うことが大事。 

 

認知症カフェの開催間隔に関しては、またセ

ンター長と相談させて欲しい。 

四津川「災害を想定して訓

練を行っていく」 

 

 

 

 

 



■総括 

先日の認知症カフェの相談窓口としてグループホームを入居以外で相談に来ていただきた

いとお伝えしたが 

実際は「世間体」もあり難しい。その為、認知症カフェの定期開催、その場で皆様で認知

症に関しての相談をしやすい場を提供していきたい。 

また災害対策等は、グループホーム内でしっかりとどのように対応していくか固める。 

その上で町内会に相談して、協力していきたい。 


